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（Configural cues associated with reward elicit theta oscillations of 
rat retrosplenial cortical neurons phase-locked to LFP theta cycles） 
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188 個の RSC ニューロンが条件刺激に応答し（条件刺激応答ニューロン）、このうち 53
個が報酬と連合した条件刺激により強く応答した（CS+選択応答ニューロン）。CS+選択応答
ニューロンの MDS 解析では、1）条件刺激が感覚種に関係なく報酬随伴性に基づいて大き
く 2 グループに分かれる、さらに 2）各条件刺激（Tone1、Light1、Tone2 + Light2、Tone2、
Light2、および Tone1 + Light1）がそれぞれ有意に分離される、すなわち構成条件刺激（Tone1 





ューロンが有意に多いことが判明した。以上の RSC ニューロンは、RSC 皮質の上層（第 2-
3 層）および深層（第 4-5 層）に分布していた。 
【総括】 
本研究では、刺激-刺激間連合形成およびθオシレーションに基づいた遠隔記憶の想起に
おける RSC の役割を明らかにするため、ラット RSCにおけるニューロン活動および局所電
場電位を同時記録し、要素および構成条件刺激-報酬連合課題に対する応答性を解析した。 
その結果、RSC ニューロン応答の MDS 解析から、構成条件刺激とその構成要素である各要
素条件刺激が識別的に再現されていることが明らかになり、RSC では刺激-刺激間連合によ
り構成条件刺激が、その構成要素である要素条件刺激とは異なる刺激として再現されてい
ることが示唆された。さらに、RSC ニューロンは LFPθリズムの負電位相に同期して発火
することが判明した。一方、計算論的研究より記憶想起が LFPθサイクルの負電位相で起こ
ることや動物を用いた行動学的研究により RSC 破壊により遠隔記憶想起が障害されること
等が報告されており、本研究結果より遠隔記憶の想起過程では、遠隔記憶を担う RSC ニュ
ーロンが LFPθリズムに同期して活動することが示唆された。 


